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Ｌ背景と研究目的

私たちの所属している教育学部では、将来教員を目指すコース(教員養成課程)とそれ以外

のコース(人間環境課程)の２コースが設けられている。しかしながら、人間環境課程の学生

にも教育関係への興味を持つ者も少なくなく、教員免許状の取得を目指して、それに必要

な講義を受ける学生も少なくない。私たちのコースの特徴として、目指す免許教科種類の

'幅が広く、文系教科から理系教科まで十人十色である傾向が見られる。そのため、教員免

許取得に必要な各種の条件や法律上の知識についての教科別の情報交換が友人同士で共有

しづらいといった問題が生じているのが実情で、受講した科目や取得した単位が免許取得

に十分かどうか確信をもてないことがある。その結果、不安を感じたり、免許を取得でき

ないといったケースが生じる。中には安全を見て必要以上の数を履修する傾向も見られ、

学生の負担が重くなる要因の一つであるように思われた。

教員免許状の取得条件は、文部科学省による教育職員免許法に基づいて金沢大学教育学

部において独自の条件を定められており、学部生が間違いなく十分な理解をすることは容

易ではない。そのため、教育学部生には入学時に「教育課程履修の手引き」が配布される

とともに、履修指導委員会による詳細な説明会や個別指導、指導教官からの指導などの体

制が取られている。しかし、基本的には、個々の学生が約１００ページにも及ぶ、「教育課程

履修の手引き」を－通り理解することが求められているのが現状である。また、このよう

な状況は学生のみならず、教員や担当事務員においても少なからぬ負担となっているよう

に見受けられた。しかも、新入生が入ってくるたびにこのような状況が毎年繰り返されて

いる。

そこで、私たちはこうした現状に対して、もっと簡単で誰でも利用できる個別の判定シ

ステムがパソコンとインターネットを使ってできないかと考えた。そして、私の所属する
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情報教育コースで学んだ知識を基にすることで、ある程度役に立つものができるのではな

いかと考え、インターネットによる教員免許取得ニチェックシステムに取り組むこととした。
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このようなページが１００ページに及ぶ

本研究の目的は、プログラミング言語である「Perl」を使った単位数判定プログラムを作

り、それをインターネット上のサーバーに置いて、各学生が学内のネットワークを利用し

て自由にアクセス可能なシステムとすることとした。本システムは、利用者が自分の取得

した単位を画面に入力することで、教員免許取得が可能な状況であるか、また、どの単位

がどれだけ不足かなどを判定できるシステムとした。

システム目標

。インターネットでアクセス可能なシステム

（自宅や学校などどこからでも利用可能）

。免許取得に必要な単位の過不足を正確に判定

。既得単位を入力するだけの簡易なシステム

（画面をクリックするだけ）
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２．研究方法

研究方法は大別して４つの段階にわけ、取り組んだ。第一段階はPerlプログラムに基づ

いた基本的システムの試作と基礎知識（Perlの文法）の習得、第二段階は「教育課程履修

の手引き」の理解と全単位科目のデータベース化、第三段階は基本的プログラムの完成、

最後に第四段階として本システムのチェックを多くの協力者に使用してもらいながら進め、

プログラムのバグを無くしていくこととした。各段階の実施計画は次のとおりである。

研究方法

第一段階：

Pｅａｌｆｂｒ

ＣＧＩｆｂｒ

Perl/CGIの習熟。Perlプログラムによる基本的システムの設計制作

Windows福島靖浩

Windows福島靖浩

http://x-wehDobox,nejD/fb口i/ｆｂ口ｉｉｎｄｅｘ,ｈｔｍｌ で学習

第二段階：データベース化

Excelを使用し「教育課程履修の手引き」に基づいて、全教科、全教員職種に関する開講科

目をデータベース化

第三段階：基本システムの完成．

インターネットによる教員免許取得チェックシステム作成

httD://metaLed・kanazawa-u・acjD/cgi-bin/fbrm.c曰ｉ

第四段階：デバッグ作業

実際に免許取得を目指している学生、指導教官に使用してもらい、デバッグ作業

使用感想などをもとに、改良。
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3．研究成果と考察

研究成果

①サーバー設置

②プログラム

③教員免許取得チェックシステム

学生が免許取得状況を判定

免許履修指導における教員側の負扣軽減

①研究室内に設置したサーバー
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③作成した教員免許取得チェックシステムの一部

http://metal・edkanazawa-u・ac・iD/cgi-bin/fbrm・c2i にアクセスするとすべて見れる。

考察

・サーバー設置

今回はサーバー設置から取り組んだ。今まで、情報教育コースでプログラミング言語だけ

を学んできた私たちにとって、サーバー設置を学習できたことは、とても良い経験となっ

た。

。プログラム

１００ページにも及ぶ、「教員免許履修の手引き」を今回、Perlプログラムで作成すること

ができた。理解しにくく、間違いが起きやすかった部分をプログラムで書いたことにより、

今後、間違いがなくなり、免許取得チェックが容易にできると考えられる。

。教員免許取得チェックシステム

インターネットからアクセスすることにより、簡単に教員免許取得がチェックできるよう

作成した。また、チェックボックスに取得した講義をチェックするだけで、判定できるも

のとした。判定結果は必修で取得できていない講義を表示したり、足りない単位数を表示

するなど、見てすぐに教員免許取得息可能な状況であるかどうか判定できるシステムとした。

システム目標であった①インターネットでアクセス可能なシステム（自宅や学校などどこ

からでも利用可能）②免許取得に必要な単位の過不足を正確に判定③既得単位を入力する

だけの簡易なシステム（画面をクリックするだけ）を達成できたと考える。

今後、教員免許取得チェックだけでなく、金沢大学全学部の単位取得チェックシステムと

して発展していける可能性があると考えられる。
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4.結論

このシステムによって，約１００ページの教育課程履修の手引きを全て読み､理解すること

がなくても、ブラウザを開き、単位取得した授業をクリックしていくだけで簡単に免許取

得の判定を行える。手引きの読解ミス、単位の計算ミスなどにより、免許が取れないとい

った悲惨な事故発生の危険性も低くなり、教職員における指導の負担も軽減するだろう。

私たちの作成したプログラムは現在デバッグを繰り返し行い、正確性を高めている。また、

この教員免許取得チェックシステムの作成成功を基盤にして、教員免許だけでなく，他の

学部･学科の卒業単位のチェックシステムにも応用できる可能性が見えてきた。

金沢大学の学生すべてに役立てるシステムとして発展する可能性がある。
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